
号

上小学習田の田植え
今年も５年生児童による田植えが行われました。町政３０周
年の節目、今年の稲文字は「なかま　３０th」となっています。
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P２〜６ こんなことが決まりました
P7〜14 そこが聞きたい（一般質問）
P15 議会活動



議
案
審
議

　平成30年第２回定例会は６月８日から６月15日までの８日間の会期で開催され、専決処分の承認
を求める案件等上程された８議案のうち７議案が原案通り可決、１人事案については同意し、１発
議案については原案通り可決しました。

上峰町選挙管理委員 及び 補充員が決定しました！
　
平
成
３０
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
上
峰
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

の
選
挙
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
選
挙
管
理
委
員
に
４
名
、
同
補
充
員
に
４
名
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
長
に
大
石
尚
男
氏
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
八
谷
勝
憲
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

※�

任
期
は
、
平
成
３０
年
７
月
７
日
か
ら
平
成
３４
年
７
月
６
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

氏
名

　
原は

ら

　
　
和か

ず

昭あ
き

年
齢　
７７
歳

地
区　
中
村

　
　
　
在
住

氏
名

　
原は

ら

　
　
福ふ

く

次じ

年
齢　
７４
歳

地
区　
鳥
越

　
　
　
在
住

氏
名

　
小お

野の

　
照て

る

次じ

年
齢　
６６
歳

地
区　
下
坊
所

　
　
　
在
住

氏
名

　
平ひ

ら

尾お

　
晴は

る

久ひ
さ

年
齢　
６５
歳

地
区　
寺
家
一

　
　
　
在
住

選挙管理委員補充員

選挙管理委員

上
峰
町
固
定

資
産
評
価
員

の
選
任

全
員

同
意

氏
名

　
小お

野の

　
清き

よ

人と

年
齢　
５９
歳

地
区　
上
防
所

　
　
　
在
住

氏
名

　
大お

お

石い
し

　
尚ひ

さ

男お

年
齢　
７０
歳

地
区　
寺
家
一

　
　
　
在
住

氏
名

　
八は

ち

谷や

　
勝か

つ

憲の
り

年
齢　
７１
歳

地
区　
下
坊
所

　
　
　
在
住

氏
名

　
古ふ

る

川か
わ

　
直な

お

美み

年
齢　
７０
歳

地
区　
船
石

　
　
　
在
住

氏
名

　
重し

げ

松ま
つ

　
信の

ぶ

文ふ
み

年
齢　
６９
歳

地
区　
江
迎

　
　
　
在
住

こんな
ことが

決まりました
７議案　１発議�可決
１人事案�同意

平成30年６月第２回定例会で
30年度 一般会計

補正予算（第１号）可決

委
員
長

委
員
長
職
務
代
理
者

2



議
案
審
議

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎国庫支出金
　・地方創生推進交付金� ４,115万円
◎財政調整基金から繰入金� ４,４00万円
◎ふるさと寄附金基金繰入金
� 6,06４万6千円
◎町債
　・公共施設等適正管理推進事業債
� 9,270万円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎魅力発信拠点づくり事業委託料
� 1,100万円
◎鎮西山再整備実施計画等策定業務委託料
� 3,600万円
◎ 官民連携基本計画策定業務委託料
� 1,500万円
◎地域振興施設整備マネージメント業務
　委託料� 360万円
◎地域振興施設整備運営計画策定業務
　委託料� 58４万2千円
◎商業施設整備マネージメント業務委託料
� ４31万４千円
◎地域づくり補助金� 500万円
◎ＮＰＯ法人等中間支援組織設立助成金
� 200万円
◎コミュニティバス等購入費
� ４,４93万1千円
◎上峰町地域公共交通活性化協議会補助金
� 3,200万円
◎町道補修等工事
� 5,591万円
◎調査設計業務委託料（町道）
� 700万円

一 般 会 計 本会期までの累計

平成30年度　　正予算補
２億3，６９５万６千円増額して、総額１１７億９，0９2万７千円となる。

特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
26万７千円を増額し、１億４10万９千円となる

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

歳入
117億
9,092万
7千円

歳出
117億
9,092万
7千円

町税
13億3,757万5千円
11.3% 地方交付税

9億1,456万8千円
7.8% 国庫支出金

5億4,894万円
　　　　4.7%県支出金

3億864万5千円
　　　　　2.6%

繰入金
39億6,934万9千円
33.7％

町債
2億7,170万円
2.3%

寄附金
40億21万4千円
33.9%

その他
4億3,993万6千円
3.7%

総務費
78億1,519万8千円
66.3%

民生費
14億1,225万8千円
12.0%

衛生費
6億2,615万6千円
5.3%

農林水産業費
3億6,017万7千円
3.1%

土木費
3億1,362万6千円
2.7%

消防費
1億7,137万4千円
1.5%

教育費
5億6,213万4千円
4.8%

公債費
4億1,505万7千円
3.5%

その他
1億1,494万7千円
0.8%

3



議
案
審
議

鎮西山再整備実施計画等
策定業務委託料

魅力発信拠点づくり事業委託料

地域振興施設整備運営計画策定業務委託料

商業施設整備マネージメント業務委託料

官民連携基本計画策定業務委託料

地域振興施設整備マネージメント業務委託料

3,600万円 1,100万円

５８４万２千円

４31万４千円

1,５00万円

360万円

一般会計　　補正予算（第１号）から

２億3,6　95万６千円

地域振興施設の運営体制を構築するために
委託するもの

商業施設整備に伴う関係者との協議・資料
作成等を委託するもの

中心市街地再開発に伴う官民連携基本計画
の策定を委託するもの

地域振興施設整備に伴う国・県との協議・
資料作成等を委託するもの

鎮西山再整備の実施設計等を委託
するもの

町の魅力発信となるイベント体験
型プログラム等を開催するもの

4



議
案
審
議

コミュニティバス等購入費

上峰町地域公共交通活性化協議会補助金
４,４９3万１千円

3,200万円

ＮＰＯ法人等中間支援組織
設立助成金 200万円
各種市民社会組織の活動支援を行う中間
支援組織の設立を助成するもの

イメージソング制作
委託料

調査設計業務委託料
（町道）

町道補修等工事費
５４万円 700万円 ５,５９1万円

町のイメージソングを制
作するもの（町制30周年
にむけて）

町道八枚、碇線実施設計
を委託するもの

町内の道路改修に使用す
るもの

地域づくり補助金
５00万円

地域活性化事業を上限100万円で補助するもの

平成30年度 一般会計　　補正予算（第１号）から

２億3,6　95万６千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

通学用バス（日野ポンチョ２台）を購入するもの

バス停、サイネージ、オペレーターシステム等
コミュニティバス運行上の整備をするもの

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会を傍聴していただき、ありがとうございます。
　次回の定例会の会期は、９月７日（金）から1４日（金）までを予定しています。
　一般質問は10日（月）及び11日（火）の予定です。詳しい日程は町のホー
ムページでご確認ください。

５



議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９10
向
井　

正

吉
田　

豊

田
中
靜
雄

碇　

勝
征

漆
原
悦
子

井
上
正
宣

吉
富　

隆

大
川
隆
城

原
田　

希

寺
﨑
太
彦

○は賛成　×は反対
第１回定例会

22 専決処分の承認を求めることについて（上峰町税条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
23 専決処分の承認を求めることについて（上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
2４ 上峰町税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

25 上峰町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

26 平成30年度上峰町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
27 平成30年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
28 上峰町固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
29 佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
発議2 上峰町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
- 選挙管理委員及び同補充員の選挙 当選 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
- 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

平成30年　第２回定例会　議案賛否表

を
行
っ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
が
、
地
方
自
治

体
の
財
政
を
圧
迫
し
て

い
る
こ
と
や
自
治
体
間

の
教
育
格
差
が
生
じ
る

こ
と
は
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
国
の
施
策
と
し

て
定
数
改
善
に
む
け
た

財
源
保
障
を
し
、
子
ど

も
た
ち
が
全
国
の
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
、
一

定
水
準
の
教
育
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上

の
要
請
で
あ
る
。
ゆ
た

か
な
子
ど
も
の
学
び
を

保
障
す
る
た
め
の
条
件

整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び

政
府
に
お
か
れ
て
は
、

地
方
教
育
行
政
の
実
情

を
十
分
に
認
識
さ
れ
、

地
方
自
治
体
が
計
画
的

に
教
育
行
政
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

下
記
の
措
置
を
講
じ
ら

れ
る
よ
う
強
く
要
請
す

る
。

記

１
．�計
画
的
な
教
職
員
定

数
改
善
を
推
進
す
る

こ
と
。

２
．�教
育
の
機
会
均
等
と

水
準
の
維
持
向
上
を

は
か
る
た
め
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
し
、
国
の

負
担
割
合
を
２
分
の

１
に
復
元
す
る
こ
と
。

　

学
校
現
場
に
お
け
る

課
題
が
複
雑
化
・
困
難

化
す
る
中
で
子
ど
も
た

ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、

教
材
研
究
や
授
業
準
備

の
時
間
を
十
分
に
確
保

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
特
に
小
学
校
に

お
い
て
は
、
１８
年
度
か

ら
新
学
習
指
導
要
領
の

移
行
期
間
に
入
り
、
外

国
語
教
育
実
施
の
た
め

授
業
時
数
の
調
整
な
ど

対
応
に
苦
慮
す
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
ゆ
た

か
な
学
び
の
実
現
の
た

め
に
は
教
職
員
定
数
改

善
な
ど
の
施
策
が
最
重

要
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、

明
日
の
日
本
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
む
学
校

現
場
に
お
い
て
、
教
職

員
が
人
間
ら
し
い
働
き

方
が
で
き
る
た
め
の
長

時
間
労
働
是
正
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

教
職
員
定
数
改
善
は
欠

か
せ
な
い
。

　

義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
に
つ
い
て
は
、

小
泉
政
権
下
の
「
三
位

一
体
改
革
」
の
中
で
国

庫
負
担
率
が
２
分
の
１

か
ら
３
分
の
１
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
独
自

財
源
に
よ
り
人
的
措
置

国
に
対
し

意
見
書
を
提
出

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
に
係
る
意
見
書

全
員

賛
成

６



一
般
質
問

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

問
大
学
の
卒
論
で
は
な

い
。企
業
誘
致
に
は
、

土
地
が
な
け
れ
ば
ど
う

に
も
な
ら
な
い
。
土
地

が
あ
っ
て
こ
そ
、
前
に

進
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
上
峰

町
の
土
地
利
用
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
用
地

買
収
に
早
急
に
取
り
か

か
る
べ
き
だ
。
室
長
の

考
え
は
。

答
創
生
室
長　
確
か
に

土
地
が
な
け
れ
ば
何

も
進
ま
な
い
で
は
な
い

か
と
い
う
ご
指
摘
か
と

思
う
が
、
今
企
業
誘
致

の
形
態
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
企
業
買
収
、

あ
る
い
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と

い
っ
た
民
間
資
金
を
活

用
し
た
動
き
が
土
地
の

購
入
を
含
め
て
活
発
に

な
さ
れ
て
き
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

一般
質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

問
企
業
誘
致
の
考
え
は
。

答
創
生
室
長　
工
業
団

地
へ
の
工
場
建
設
と

い
っ
た
よ
う
な
従
来
型

の
企
業
誘
致
の
み
な
ら

ず
、
雇
用
継
続
や
生
産

性
の
向
上
な
ど
、
新
た

な
指
標
を
開
発
す
る
必

要
が
あ
る
。
官
民
連
携

に
よ
る
民
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
導
入
や
、
専

門
的
知
見
の
活
用
な
ど

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
潮
流
は
、
企

業
立
地
政
策
の
潮
目
で

も
あ
り
、
特
徴
を
生
か

し
た
独
自
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
設
定
や
、
企
業
と
の

関
係
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
る
現
状
の
潮
流
を

見
据
え
民
有
地
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
両

に
ら
み
で
の
政
策
展
開

を
検
討
中
で
あ
る
。

上
峰
町
創
生
は

前
任
者
に
同
じ
考
え

問
理
論
的
に
は
理
解
す

る
が
、
既
存
の
町
有

地
の
活
用
と
言
う
が
、

既
存
の
町
有
の
遊
休
地

が
ど
こ
に
あ
る
か
、
一

坪
の
土
地
も
な
い
で
は

な
い
か
。
企
業
誘
致
を

す
る
土
地
が
あ
っ
て
こ

そ
、
方
法
と
し
て
Ｐ
Ｆ

Ｉ
や
、
民
間
資
金
の
活

用
を
図
っ
て
進
め
る
。

買
う
気
が
あ
る
の
か
な

い
の
か
。

答
創
生
室
長　
現
状
に

お
い
て
、
今
率
先
し

て
と
い
う
現
況
に
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

問
鎮
西
山
再
開
発
計
画

で
は
、
コ
ン
サ
ル
か

ら
の
回
答
が
来
て
い
る

と
思
う
が
。

答
創
生
室
長　
基
本
計

画
策
定
等
に
、
外
部

か
ら
も
稼
げ
る
山
と
し

て
再
整
備
の
策
定
を
し

て
き
た
。
今
後
は
実
施

問
新
聞
報
道
に
よ
る

と
、
２
０
１
９
年
２

月
末
日
を
も
っ
て
閉
店
す

る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
思
っ
て
い
る
か
。

鎮
西
山
の
再
開
発
は

本
町
を
代
表
す
る
観
光
拠
点
と
し
た
い

イ
オ
ン
上
峰
店
対
策
は

買
収
を
含
め
検
討

計
画
の
段
階
だ
。

要望
計
画
に
つ
い
て
は
も

う
良
い
。
私
の
思
い

は
一
つ
。
日
本
人
は
日

本
一
と
い
う
も
の
に
弱

い
。
日
本
一
の
大
観
覧

車
で
も
つ
く
る
く
ら
い

の
、
奇
想
天
外
な
計
画

を
望
む
。

問
あ
る
人
は
撤
退
と
言

う
人
も
い
る
。
閉
店

な
の
か
撤
退
な
の
か
。

答
町
長　
閉
店
す
る
と

い
う
連
絡
を
受
け
て

い
る
。

問
い
ず
れ
に
せ
よ
、
町

民
の
中
か
ら
買
物
難

民
が
で
る
可
能
性
も
あ

り
、
跡
地
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
町
民
目
線
で
対
応

し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
町
有
地
化
も
含

め
た
対
応
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
町
長　

現
段
階
で

は
、
何
と
も
言
え
な

い
が
、
基
本
的
に
は
、

そ
の
方
向
で
考
え
て
い

る
。ほ

か
に

○�

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
事

業
の
内
容
と
実
施
時

期
に
つ
い
て

○�

農
業
の
振
興
に
つ

い
て

○�

道
の
駅
構
想
に
つ

い
て

吉田　豊 議員

答
町
長　
上
峰
町
の
中

心
部
総
合
開
発
地
域

の
中
心
施
設
と
位
置
づ

け
て
い
た
の
で
大
変
苦

慮
し
て
い
る
。

７
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問
３
月
定
例
で
は
、
新

年
度
早
々
に
新
し
い

構
成
メ
ン
バ
ー
で
空
き

家
対
策
推
進
協
議
会
の

開
催
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
。

答
住
民
課
長　
４
月
に

入
り
委
員
の
選
任
に

取
り
か
か
り
、
産
業
関

係
、
区
長
会
会
長
、
地

権
者
、
有
識
者
等
町
長

を
会
長
と
し
、
８
名
に

よ
る
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

６
月
議
会
終
了
後
に
第

１
回
の
会
議
の
日
程
調

整
に
入
っ
て
い
る
。

問
町
内
に
現
在
８１
件
の

空
き
家
が
あ
り
、
そ

の
内
７
件
の
空
き
家
が

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
周
辺
の

空
き
家
対
策
の
進
捗
は

第
１
回
協
議
会
の
日
程
調
整
中

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

生
活
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
に
は
、
早
急
な

対
応
が
必
要
で
は
。

答
住
民
課
長　
７
件
に

関
し
て
は
、
特
定
空

き
家
の
措
置
と
考
え
て

お
り
、
特
措
法
の
基
準

に
基
づ
き
、
上
峰
町
の

空
き
家
対
策
推
進
協
議

会
で
対
処
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
空
き
家
対
策
に
関
す

る
住
民
へ
の
情
報
提

供
は
。

答
住
民
課
長　
協
議
会

設
置
の
広
報
、ま
た
、

有
効
利
用
等
含
め
た
と

こ
ろ
で
広
報
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
使
い
な

が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

問
他
の
自
治
体
の
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
実

施
状
況
を
見
る
と
、
利

用
者
の
８
割
近
く
が
高

齢
者
に
な
っ
て
い
る
。

料
金
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
負
担
軽
減
を
考
え

た
設
定
が
必
要
で
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
県

内
市
町
の
状
況
や
既

存
の
タ
ク
シ
ー
料
金
設

定
を
考
慮
し
、
利
用
者

に
と
っ
て
大
き
な
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
、
定

期
券
の
導
入
を
検
討
し

て
お
り
、
定
期
券
購
入

期
間
に
応
じ
た
割
引
率

の
設
定
な
ど
、
利
便
性

問
平
成
３０
年
度
は
実
施

計
画
策
定
と
い
う
こ

と
だ
が
、
再
整
備
に
当

た
り
一
番
重
要
な
コ
ン

セ
プ
ト
は
。

答
創
生
室
長　
鎮
西
山

に
求
め
ら
れ
て
い
る

最
大
の
役
割
は
、
町
に

お
け
る
観
光
誘
客
の
新

た
な
拠
点
と
な
る
こ
と

と
考
え
て
お
り
、
町
民
・

県
民
・
来
訪
者
が
訪
れ

や
す
い
通
年
型
の
再
整

備
を
目
指
す
。

問
鎮
西
山
で
し
か
味
わ

え
な
い
、
そ
し
て
、

体
験
で
き
な
い
仕
掛
け

が
必
要
か
と
思
う
が
。

答
創
生
室
長　
何
が
し

か
誘
客
の
た
め
の
コ

ン
テ
ン
ツ
は
必
要
か
と

考
え
て
お
り
、
実
施
計

画
の
中
で
運
営
計
画
を

策
定
し
て
い
く
こ
と
で

詳
細
を
詰
め
る
。

答
副
町
長　
今
年
度
は

回
遊
性
を
目
で
見
れ

る
マ
ッ
プ
の
作
成
等
、

ソ
フ
ト
に
関
し
手
だ
て

を
つ
く
り
込
み
、
来
年

度
以
降
ハ
ー
ド
と
し
て

結
び
つ
け
た
い
。

の
向
上
、
か
つ
利
用
者

負
担
の
影
響
を
考
慮
し

た
仕
組
み
づ
く
り
を
協

議
し
て
い
く
。

問
運
転
免
許
証
自
主
返

納
者
等
に
対
す
る
割

引
制
度
の
考
え
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
新

運
行
制
度
に
な
っ
て

も
、
今
現
在
対
応
し
て

い
る
割
引
制
度
に
つ
い

て
は
、
ス
ラ
イ
ド
し
て

割
引
体
制
を
と
る
形
で

考
え
て
い
る
。

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
料
金

設
定
は

定
期
券
導
入
を
検
討

ほ
か
に

○�

空
き
家
バ
ン
ク
開
設
に
つ
い
て

○�

堤
土
塁
跡
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い
て

再整備計画中の鎮西山

向井　正 議員

鎮
西
山
再
整
備
の
コ
ン
セ
プ

ト
は通

年
型
の
再
整
備
を
目
指
す
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教
育
ク
ー
ポ
ン
の
取
り
組
み
は

放
課
後
学
習
の
費
用
を
補
助

充
実
し
た
活
動
を
支
援

し
て
い
く
。

問
高
校
受
験
で
中
学
３

年
生
を
対
象
に
し
た

ク
ー
ポ
ン
交
付
だ
が
、

高
校
受
験
は
、
３
年
間

を
通
し
て
の
取
り
組
み

で
２
年
生
も
ク
ー
ポ
ン

交
付
の
対
象
と
す
べ
き

と
思
う
が
。

答
教
委
事
務
局
長　
中

学
校
の
ほ
う
か
ら
２

年
生
の
放
課
後
に
つ
い

て
は
、
部
活
動
を
主
体

に
取
り
組
み
た
い
と
の

意
見
を
い
た
だ
き
、
中

学
１
年
生
、
３
年
生
を

対
象
に
し
て
い
る
。

答
教
委
事
務
局
長　
３

級
以
上
は
１2
％
、
目

標
の
５０
％
を
目
指
し
、

今
後
、
財
政
当
局
、
関

係
部
署
と
協
議
し
進
め

て
い
く
。

問
数
学
検
定
、
漢
字
検

定
の
合
格
増
に
も
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

答
教
委
事
務
局
長　
今

後
、
数
学
検
定
、
漢

字
検
定
の
検
定
料
補
助

に
つ
い
て
も
議
論
し
て

い
る
。

合
交
付
金
事
業
の
対
象

箇
所
と
し
て
計
上
し
て

い
る
。

要望
町
道
南
北
線
、
東
西

２
号
線
周
辺
一
帯
が

宅
地
化
さ
れ
る
と
、
多

分
１００
世
帯
近
く
に
な
る

と
思
う
。
民
間
に
よ
る

整
備
が
進
ん
で
い
る
が

行
政
の
方
も
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
。

問
教
育
、
子
育
て
支
援

と
い
う
こ
と
で
、
教

育
ク
ー
ポ
ン
の
取
り
組

み
内
容
は
。

答
教
委
事
務
局
長　
生

徒
の
基
礎
学
力
定
着

と
苦
手
分
野
の
克
服
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

上
峰
中
学
１
・
３
年
生

を
対
象
に
ク
ー
ポ
ン
を

活
用
し
た
放
課
後
学
習

を
実
施
し
、
生
徒
１
人

当
た
り
３
万
円
の
ク
ー

ポ
ン
を
保
護
者
に
交
付

す
る
。

　

学
習
だ
け
に
限
ら
ず

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
習
い
ご
と
も
対
象
と

し
、
放
課
後
の
時
間
の

問
子
育
て
支
援
策
と
し

て
英
語
検
定
料
の
補

助
を
実
施
中
だ
が
、
昨

年
度
中
学
３
年
生
の
３

級
以
上
の
合
格
者
割
合

は
何
％
か
。
受
験
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
英
語

の
学
習
意
欲
が
上
昇
し

て
来
る
。
多
く
の
生
徒

達
に
検
定
料
を
補
助
し

学
習
力
Ｕ
Ｐ
を
目
指
し

て
ほ
し
い
。

問
多
く
の
自
治
体
が
子

育
て
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
我
が
町

は
、
さ
ら
に
、
一
歩
進

ん
だ
支
援
体
制
と
な
っ

て
い
る
と
思
う
。
こ
の

こ
と
を
町
外
に
向
け
て

Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
が
。

答
町
長　
教
育
子
育
て

施
策
の
充
実
が
対
外

人
口
増
に
む
け
て
の
町
の

Ｐ
Ｒ
活
動
は

広
く
発
信
す
る
よ
う
努
力
す
る

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

的
に
わ
か
る
よ
う
な
資

料
が
不
足
し
て
い
る
と

思
う
。

　

現
物
給
付
の
事
業
、

あ
る
い
は
補
助
金
等
が

主
要
な
理
由
と
し
て
移

り
住
む
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
は
あ
り
得
る
。

　

今
後
、
広
く
発
信
し

て
い
く
よ
う
努
力
す
る
。

田中　靜雄 議員

三
上
北
町
道
整
備
の
方
針
は

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
の

対
象
箇
所
と
し
て
計
上

整備が待たれる三上北東西２号線

ほ
か
に

○
婚
活
事
業
の
考
え
は

○�

三
上
南
～
立
野
間
の
排
水
溝
安
全
対
策
は

問
三
上
北
、
ヤ
ク
ル
ト

住
宅
周
辺
は
民
間
に

よ
る
宅
地
開
発
が
進
ん

で
い
る
が
、
町
道
の
整

備
、
お
よ
び
雨
水
の
排

水
溝
の
整
備
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
が
問
題
で
、

請
願
書
を
提
出
し
て
９

年
に
な
る
が
、
整
備
方

針
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。答

建
設
課
長　
平
成
2１

年
９
月
に
請
願
採
択

を
受
け
、
平
成
2４
年
度

に
概
略
設
計
を
行
っ
て

お
り
、
道
路
の
両
側
に

大
き
さ
３００
タ
イ
プ
の
環

境
型
側
溝
を
設
置
し
た

全
幅
５
ｍ
の
道
路
で
計

画
を
し
て
い
る
。
補
助

事
業
で
整
備
予
定
で
あ

り
、
社
会
資
本
整
備
総

９
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答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

月
、
３０
年
度
は
増
員
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て

い
た
の
に
現
行
の
ま
ま

８７
名
分
の
ス
ペ
ー
ス
し

か
な
い
場
所
に
１2１
名
を

押
し
込
ん
で
１
年
間
通

す
こ
と
は
児
童
の
人
権

を
も
無
視
す
る
こ
と
だ
。

応
急
的
に
も
他
の
教
室

を
利
用
す
る
な
ど
対
策

を
講
じ
る
べ
き
だ
。も
っ

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

２
学
期
か
ら
は
参
加
児

童
が
気
持
ち
良
く
過
ご

せ
る
よ
う
に
夏
休
み
終

了
ま
で
に
は
結
論
を
出

し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

問
こ
れ
ま
で
実
施
場
所

ス
ペ
ー
ス
の
こ
と
等

で
問
題
視
さ
れ
平
成
３０

年
度
希
望
者
が
１2１
名
と

な
り
早
急
な
改
善
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
昨

年
度
の
教
育
委
員
協
議

で
は
上
小
体
育
館
そ
ば

に
必
要
な
ら
民
地
を
求

め
て
で
も
整
備
す
べ
し

と
な
っ
て
い
た
が
、
そ

の
後
の
協
議
は
ど
う
進

ん
で
い
る
の
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
現

在
複
数
案
を
並
行
し

来
年
度
に
向
け
い
ろ
ん

な
方
法
で
協
議
中
。

問
2９
年
９
月
議
会
で
改

善
を
求
め
て
約
１０
ヵ

問
上
小
北
側
通
学
路
沿

い
の
法
面
に
以
前
は

つ
つ
じ
が
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
て
い
た
が
、

な
ぜ
か
伐
採
さ
れ
て
そ

の
ま
ま
、
上
の
方
は
杭

を
打
ち
ト
ラ
ロ
ー
プ
が

１
本
張
ら
れ
た
だ
け
で

あ
ぶ
な
い
。
早
く
危
険

防
止
策
を
講
じ
る
べ
き
。

答
教
委
事
務
局
長　
2９

年
１１
月
に
根
元
か
ら

伐
採
し
た
つ
つ
じ
も
新

枝
を
伸
ば
し
３０
株
の
３

段
９０
株
あ
り
法
面
の
草

刈
り
等
維
持
管
理
し
て

い
く
。

問
毎
朝
ト
ラ
ロ
ー
プ
を

さ
わ
る
児
童
が
多
い

し
時
に
荷
物
を
落
と
し

て
す
べ
る
子
も
あ
る
。

下
に
水
路
が
あ
り
落
ち

込
む
危
険
も
あ
る
。
学

校
長
等
、
関
係
者
と
協

議
を
重
ね
て
取
り
組
み

を
急
げ
。

答
教
委
事
務
局
長　
水

路
横
に
土
止
め
ブ

ロ
ッ
ク
や
張
り
ブ
ロ
ッ

ク
等
々
検
討
し
て
い
る
。

問
上
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
南

側
町
民
プ
ー
ル
か
ら

20
～
30
ｍ
の
幅
で
排
水

不
良
状
況
だ
が
周
囲
の

側
溝
に
泥
が
詰
ま
っ
て

い
る
の
が
原
因
と
思
わ

れ
る
。
そ
れ
を
除
去
し

改
修
す
れ
ば
排
水
不
良

が
改
善
さ
れ
、
使
用
不

能
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
有
効

利
用
で
き
る
こ
と
に
な

る
。答

教
委
事
務
局
長　
町

民
プ
ー
ル
北
、
2０
～

３０
ｍ
は
利
用
し
て
い
な

答
教
委
事
務
局
長　
そ

の
方
向
で
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
う
。

大川　隆城 議員

上
小
北
通
学
路
沿
い

法
面
整
備
を
急
げ

危
険
防
止
策
を
検
討
中

上
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

排
水
不
良
改
修
を
急
げ

段
階
的
に
進
め
る

学
童
保
育
改
善
急
げ

複
数
案
を
協
議
中

上小北側通学路沿い法面

排水不良の上中グラウンド南側

い
が
草
が
伸
び
て
水
が

た
ま
り
、
上
坊
所
お
宮

の
樹
木
の
日
陰
で
乾
き

づ
ら
い
等
々
の
理
由
が

重
な
っ
て
の
こ
と
と
考

え
る
。
側
溝
の
泥
揚
げ

は
ま
だ
で
き
て
い
な
い

が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
中

に
暗
渠
排
水
が
必
要
か
、

と
か
予
算
的
な
こ
と
、

費
用
対
効
果
等
々
段
階

的
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

要望
費
用
対
効
果
の
こ
と

を
考
え
る
と
、
ま
ず

側
溝
整
備
を
早
く
き
ち

ん
と
改
修
す
れ
ば
路
面

は
乾
き
、
お
宮
の
樹
木

と
い
う
よ
り
周
辺
の
樹

木
の
枝
打
ち
な
ど
で
利

用
面
積
は
増
え
、
効
果

が
あ
る
。
ま
ず
排
水
不

良
解
消
に
取
り
組
む
べ

き
だ
。
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と
納
税
を
活
用
し
た
ふ

る
さ
と
起
業
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
ふ
る

さ
と
移
住
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

取
り
組
み
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
。

問
返
礼
品
を
送
付
す
る

場
合
に
つ
い
て
。

答
町
長　
地
方
団
体
の

区
域
内
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
良
識

あ
る
対
応
を
し
て
い
く
。

問
返
礼
品
の
業
者
選
定

に
つ
い
て
。

答
町
長　
返
礼
品
の
選

定
基
準
を
設
け
て
お

り
、
基
準
に
基
づ
き
選

問
平
成
３０
年
度
ふ
る
さ

と
納
税
の
進
捗
状
況

は
。答

町
長　
定
性
的
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。問

総
務
大
臣
の
通
達
に

よ
る
と
、
返
礼
品
に

つ
い
て
は
３
割
以
下
、

ま
た
地
場
産
品
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
町

の
対
策
は
。

答
町
長　
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
は
継
続

的
な
つ
な
が
り
を
持
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ
る
さ

定
し
て
い
る
。

要望
３
月
の
定
例
会
で
も

質
問
し
た
が
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

上
峰
町
に
は
な
い
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
選
定

基
準
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
設
け
た
際
に
は
、
議

会
に
説
明
を
強
く
お
願

い
す
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ

公
告
内
容
お
よ
び
業

者
選
定
に
つ
い
て
。

答
町
長　
2９
年
度
同
様

に
進
め
て
い
く
。

問
業
者
選
定
に
つ
い
て
。

答
町
長　
今
後
Ｐ
Ｒ
活

動
に
つ
い
て
は
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
業

者
選
定
を
行
う
。

問
国
民
全
体
の
ふ
る
さ

と
納
税
額
は
。

答
町
長　
国
民
全
体
の

寄
附
額
は
２
兆
円
を

上
回
る
市
場
だ
と
聞
き

及
ん
で
い
る
。
こ
れ
か

ら
数
年
間
は
右
肩
上
が

り
状
況
が
続
く
と
思
う
。

要望
返
礼
額
３０
％
以
下
と

な
っ
て
お
り
、
返
礼

品
に
つ
い
て
は
、
地
場

産
品
で
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
生
産
者
と
協
議

を
重
ね
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
協
力
を
お
願
い
し
、

町
長
の
手
腕
に
期
待
す

る
。

ふ
る
さ
と
納
税
関
連
お
よ
び
契
約
は

総
務
省
通
達
に
準
じ
て
実
施

吉富　隆 議員

ふるさと納税返礼品

ほ
か
に

○�

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
建
設
は

○�

子
育
て
支
援
に
つ

い
て

ふるさと納税返礼品
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人
事
異
動
等
も
考
慮
す

る
措
置
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
規
定
を

し
て
い
る
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
受

け
取
り
手
の
主
観
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
当
た

る
か
の
認
定
が
職
員
で

は
難
し
い
の
で
、
現
状

は
必
要
に
応
じ
て
産
業

医
等
に
相
談
し
な
が
ら

対
処
し
て
い
る
。

問
被
害
者
・
加
害
者
に

な
ら
な
い
よ
う
に
意

識
を
持
つ
た
め
の
研
修

は
で
き
な
い
か
。

答
総
務
課
長　
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
関
係
だ
け
の

研
修
は
町
村
会
で
は

問
事
業
主
に
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
改
正
時

に
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止
の

た
め
雇
用
上
の
管
理
の

義
務
づ
け
が
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

は
。答

総
務
課
長　
平
成
2８

年
度
か
ら
職
員
の
健

康
管
理
の
面
か
ら
も
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
起

因
す
る
メ
ン
タ
ル
不
調

を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う

こ
と
で
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
導
入
、

ス
ト
レ
ス
原
因
の
早
期

発
見
に
努
め
る
と
と
も

に
結
果
に
基
づ
き
産
業

医
の
面
接
指
導
を
行
い
、

漆原　悦子 議員

や
っ
て
い
な
い
の
で
、

民
間
で
も
研
修
等
し
て

い
る
所
が
あ
れ
ば
予
算

計
上
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

問
Ｐ
Ｒ
広
告
の
実
態
は
。

答
町
長　
平
成
2９
年
度

は
企
画
費
、
製
作
・

広
告
メ
デ
ィ
ア
・
Ｐ
Ｒ

制
作
の
関
連
費
で
、
基

本
的
に
は
ウ
ェ
ブ
と
テ

レ
ビ
、
交
通
広
告
、
そ

し
て
拠
点
と
し
て
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
大

き
く
分
け
て
４
つ
の
柱

で
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
情
報
・
伝
達
）

を
図
っ
て
い
る
。

問
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
車

内
展
示
お
よ
び
羽
田

空
港
パ
ネ
ル
表
示
、
東

急
線
動
画
。
ま
た
、
上

峰
町
か
ら
３
名
の
方
が

上
京
さ
れ
た
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
と
動
画
が
あ
る
が
、

広
告
期
間
は
。

答
町
長　
交
通
広
告
媒

体
は
１2
月
１１
日
か
ら

７
日
間
、
１2
月
の
寄
附

金
が
増
加
す
る
時
に
Ｂ

型
ポ
ス
タ
ー
・
大
型
１

枚
を
貼
り
出
し
。
東
急

ビ
ジ
ョ
ン
映
像
広
告
は

約
１０
分
に
１
回
露
出
す

る
よ
う
合
計
７３
本
、
１2

月
４
日
か
ら
４
週
間
掲

出
。
テ
レ
ビ
朝
日
Ｃ
Ｍ

は
１2
月
１５
日
か
ら
３１
日

で
、
オ
ン
エ
ア
回
数
１５

秒
の
５０
本
、
動
画
は
幅

広
く
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、

ト
ゥ
ル
ー
ビ
ュ
ー
で
、

１2
月
か
ら
２
月
ま
で
の

間
で
６８
万
回
再
生
を
し

て
い
る
。

問
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

猩し
ょ
う

々じ
ょ
う

の
利
用
状
況

は
。
ま
た
、
町
の
商
品

は
何
か
置
い
て
あ
る
の

か
。答

町
長　
昨
年
１１
月
に

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
開
始
、
今
年
５

月
ま
で
の
利
用
件
数
は

７５５
件
、
ふ
る
さ
と
納
税

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
は

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
導
入

ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
広
告
は

４
つ
の
柱
で
情
報
伝
達

額
と
し
て
は
２
，９
８
２

万
６
，０
０
０
円
と
な

る
。
現
在
、
町
の
ふ
る

さ
と
納
税
商
品
取
り
扱

い
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
リ
ス

ト
を
作
っ
て
い
る
。
昨

年
伺
っ
た
時
は
商
品
と

し
て
、
米･

酒
・
ゴ
ー
ル

デ
ン
ラ
イ
ム
胡
椒
等
が

あ
っ
た
。

ほ
か
に

○�

上
峰
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

○�

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

○�

教
育
長
の
考
え
に
つ
い
て

大項目 中項目 金額（税込）

企画費 企画費 1,080,000円

制作関連
グラフィック基本制作 3,2４0,000円

動画映像基本制作 36,720,000円

広告メディア関連

TV�SPOT媒体 21,600,000円

TV動画広告媒体制作 2,160,000円

交通広告媒体制作 1４,688,000円

WEBメディア施策 36,720,000円

メディア活動PR 5,４00,000円

ＰＲ施策関連
上峰町データ活用施策 59４,000円

アンテナショップ施策 8,6４0,000円

合　計 １30,842,000円

平成29年度上峰町ふるさと納税ＰＲ広告業務一覧
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問

原田　希 議員

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

の
視
点
を
重
視
し
、
よ

り
充
実
し
た
事
業
や
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
く
。

　

教
育
に
携
わ
る
者
が

座
右
の
銘
と
も
す
る「
教

育
は
人
な
り
」と
い
う
言

葉
が
あ
る
が
、
行
政
も

人
な
り
と
私
は
考
え
る
。

常
に
教
育
委
員
会
お
よ

び
教
育
関
係
者
と
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
機
軸
と

し
、
そ
の
上
で
町
長
と

の
意
思
疎
通
、
歩
調
を

合
わ
せ
、
本
町
教
育
の

進
化
発
展
に
誠
心
誠
意
、

使
命
と
責
任
を
自
覚
し
、

前
向
き
な
覚
悟
を
持
っ

て
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

万
人
未
満
の
町
で
ど
う

し
た
ら
、
活
性
が
生
ま

れ
る
か
学
術
的
な
所
か

ら
も
ご
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
、
し
っ
か
り
進

め
な
け
れ
ば
人
だ
ま
り

は
つ
く
れ
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
村
か
ら
町
に

な
り
３０
周
年
の
節
目
の

年
に
、
新
た
な
考
え
方

が
提
案
で
き
る
よ
う
、

取
得
に
つ
い
て
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

問
閉
店
と
な
る
こ
と
で

考
え
ら
れ
る
影
響
は
。

答
創
生
室
長　
ま
ず
初

め
に
、
雇
用
さ
れ
て

い
る
方
の
就
業
問
題
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
に

お
け
る
空
洞
化
が
生
じ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

テ
ナ
ン
ト
へ
の
影
響
や

周
辺
商
業
施
設
・
飲
食

店
等
へ
の
人
・
物
の
流

れ
も
変
化
が
生
じ
る
懸

念
が
あ
る
。
本
町
に
お

け
る
地
域
経
済
の
牽
引

問
教
育
長
が
新
し
く
就

任
さ
れ
初
め
て
の
定

例
会
と
な
る
。
野
口
教

育
長
の
所
信
を
問
う
。

答
教
育
長　
就
任
し
て

２
カ
月
余
り
、
町
独

自
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
へ

の
不
慣
れ
は
否
め
な
い

が
、
私
の
教
育
に
対
す

る
思
い
や
経
験
を
再
認

識
、
整
理
し
、
新
た
に

精
進
し
学
校
教
育
・
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
行
政
な
ど
本
町
教

育
を
さ
ら
に
進
化
、
発

展
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

町
民
の
皆
様
や
関
係

団
体
の
皆
様
と
の
協
動

問
イ
オ
ン
閉
店
の
発
表

を
受
け
て
、
町
長
の

思
い
は
。

答
町
長　
非
常
に
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。

　

進
出
当
時
、
地
域
の

商
店
主
さ
ん
た
ち
も
泣

く
泣
く
事
業
を
畳
ん
だ

と
い
う
話
を
聞
く
ぐ
ら

い
影
響
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
す
ぐ
さ

ま
閉
店
を
決
定
す
る
考

え
方
に
対
し
、
正
直
、

憤
り
も
感
じ
た
。
と
同

時
に
、
人
口
減
少
と
い

う
社
会
全
体
の
問
題
の

中
で
、
足
元
人
口
１
万

人
未
満
の
町
で
維
持
す

る
の
は
非
常
に
難
し
い

と
い
う
こ
と
も
良
く
分

か
る
つ
も
り
で
、
周
辺

の
環
境
整
備
を
し
て
い

る
と
い
っ
て
も
、
つ
ら

い
状
況
だ
っ
た
の
か
な
、

と
非
常
に
複
雑
な
気
持

ち
で
シ
ョ
ッ
ク
だ
。
１

役
を
担
っ
て
き
た
大
型

商
業
施
設
な
の
で
、
そ

の
影
響
の
波
及
は
今
後

も
徐
々
に
生
じ
る
可
能

性
は
あ
る
。

問
今
後
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
な
考
え
方
で

ど
う
い
う
対
応
を
し
て

い
く
の
か
。

答
創
生
室
長　
ま
だ
閉

店
の
決
議
し
か
出
さ

れ
て
お
ら
ず
、
他
の
財

産
関
係
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
取
り
扱
い
を

さ
れ
る
の
か
一
切
ア
ナ

ウ
ン
ス
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
う
い
う
所
に
町
と
し

て
コ
ミ
ッ
ト
す
る
余
地

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
方
法
や
戦
略
を
今

回
の
補
正
予
算
の
中
の

計
画
で
煮
詰
め
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

答
町
長　

ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら

れ
る
よ
う
な
状
況
に
持

ち
込
み
た
い
。

教
育
長
の
所
信
を
問
う

誠
心
誠
意
力
を
つ
く
す

イ
オ
ン
閉
店　
町
長
の
思
い
は

シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
い

再開発計画の変更を余儀なくされた中心市街地
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一
般
質
問

問
提
出
資
料
に
よ
る

と
、
準
要
保
護
だ
け

で
要
保
護
は
載
っ
て
い

な
い
が
国
か
ら
給
食
費

が
出
て
い
る
な
ら
ば
、

町
の
給
食
費
の
無
料
に

は
関
係
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

井上　正宣 議員

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

を
か
け
、
お
た
っ
し
ゃ

館
の
借
金
返
済
に
１
，２

０
０
万
円
程
度
支
払
い

を
し
て
い
る
。

答
福
祉
課
長　
日
曜
日

の
閉
館
時
期
は
平
成

2８
年
５
月
１
日
か
ら
で
、

利
用
期
間
の
実
績
調
査

を
し
た
ら
日
曜
日
が
一

番
少
な
い
利
用
状
況

だ
っ
た
。

問
日
曜
日
は
中
央
公
園

で
行
事
等
、
大
勢
の

人
が
集
ま
る
中
で
閉
館

は
町
外
の
人
た
ち
も
利

用
さ
れ
ず
困
っ
て
い
る
。

答
町
長　

現
在
、
お

た
っ
し
ゃ
館
の
運
営

に
１
，９
２
５
万
７
千
円

問
町
外
通
学
に
対
し
て

準
要
保
護
と
金
額
は

同
等
ぐ
ら
い
な
の
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
町

外
の
小
・
中
学
校
・

町
外
の
特
別
支
援
学
校

に
通
学
す
る
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て

も
学
校
給
食
費
の
補
助

を
し
て
い
る
。
平
成
３０

問
近
年
、
災
害
は
時
間

雨
量
１００
ミ
リ
は
身
近

に
起
き
て
い
る
。
町
内

に
あ
る
河
川
、
た
め
池

が
決
壊
す
る
の
は
目
に

見
え
て
い
る
。
耕
地
整

理
た
め
池
は
も
と
よ
り

谷
渡
の
た
め
池
、
井
柳

川
、
切
通
川
も
危
険
だ
。

ま
た
、
町
南
部
に
は
活

断
層
が
走
っ
て
い
る
し
、

震
度
７
が
き
た
ら
壊
滅

状
態
だ
。
一
日
で
も
早

く
こ
の
緊
急
性
が
あ
る

た
め
池
を
整
備
し
て
ほ

し
い
。

問
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

和
食
店
「
猩し

ょ
う

々じ
ょ
う

」
の

中
に
、
上
峰
産
の
食
材
は

ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

答
町
長　
米
、酒
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ラ
イ
ム
胡

椒
、
上
峰
産
の
肉
な
ど

で
あ
る
。

問
寄
附
額
が
１
万
２
，

０
０
０
円
の
額
に
対

し
て
、
そ
の
５４
％
が
食
事

代
と
な
る
が
、
寄
附
額
が

６
万
４
，０
０
０
円
の
方

も
５４
％
、
同
じ
率
か
。

答
町
長　
現
在
、
そ
の

よ
う
な
率
で
設
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答
教
委
事
務
局
長　
要

保
護
に
つ
い
て
給
食

費
の
補
助
は
、
別
途
国

の
ほ
う
か
ら
出
て
い
る

の
で
、
今
回
、
上
峰
町

で
支
給
し
て
い
る
給
食

費
は
、
準
要
保
護
の
児

童
・
生
徒
の
分
の
み
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

実
態
は

開
始
３
カ
月
で
黒
字
化

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は

小
中
学
校
と
も
全
員
給
食
費
は

無
償

年
３
月
に
再
度
、
未
申

請
の
方
に
個
別
に
案
内

を
し
て
対
象
者
全
員
と

連
絡
が
と
れ
、
児
童
生

徒
の
保
護
者
全
員
、
３０

件
の
申
請
を
受
け
合
計

５０
万
２
，４
３
４
円
の
補

助
を
出
し
て
い
る
。

答
産
業
課
長　
耕
地
整

理
た
め
池
は
長
さ
約

１2０
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約

１０
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
町

内
で
も
大
き
な
た
め
池

で
事
業
完
了
ま
で
５
年

を
計
画
、
今
年
度
実
施

設
計
、
来
年
か
ら
工
事

着
手
の
計
画
と
し
て
い

る
が
、
国
、
県
、
そ
し

て
地
元
、
土
地
改
良
区

と
一
体
と
な
り
早
期
完

了
に
努
力
す
る
。

おたっしゃ館

おたっしゃ館、日曜開館は

日曜日の利用が一番少ない

耕
地
整
理
溜
池
の
進
捗
は

計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
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議
会
活
動

納税証明書

全議員提出

　上峰町議会議員政治倫理条例第６条には「議員は、上峰
町から賦課されている税の納付証明書を毎年５月３１日まで
に議長に提出しなければならない。」と規定しています。
　この規定に基づき、全議員から納税証明書が提出されま
した。

広
報
編
集
委
員
長　
大
川　
隆
城

議
会
広
報
委
員
会研

修
報
告

　
さ
る
５
月
１５
日
～
５
月
１６
日
の
日
程
で
兵
庫
県
播
磨

町
議
会
お
よ
び
神
戸
市
、
神
戸
新
聞
社
を
訪
れ
研
修
致

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
神
戸
新
聞
社

に
行
き
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
発
生
時
か
ら
１

週
間
で
新
聞
発
刊
再
開

ま
で
の
経
過
を
当
時
の

災
害
状
況
パ
ネ
ル
を
見

な
が
ら
関
西
一
円
の
京

都
新
聞
等
々
の
地
方
紙

に
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
交
通
網
が
遮
断
さ

れ
た
な
か
歩
い
て
原
稿

を
届
け
た
こ
と
等
々
聞

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

次
に
新
聞
紙
面
作
り

を
ベ
ー
ス
に
し
て
編
集

上
の
留
意
点
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
ま
し
た
。

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
見

出
し
だ
け
で
中
身
が
想

定
で
き
る
見
出
し
に
す

る
こ
と
、
第
２
に
無
駄

な
形
容
詞
は
使
わ
な
い

こ
と
、
第
３
に
シ
ン
プ

ル
な
文
章
に
す
る
こ
と
、

第
４
に
具
体
的
な
数
字

を
あ
げ
る
こ
と
、
ま
た

見
出
し
の
文
字
数
は
１０

文
字
以
内
に
す
る
こ
と

等
々
で
し
た
。
今
後
の

編
集
作
業
の
中
で
十
分

反
映
さ
せ
る
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。播

磨
町
議
会

　

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
秀
な
成
績
を
残

さ
れ
て
い
る
議
会
で
、

写
真
撮
影
な
ど
の
取
り

組
み
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

播
磨
町
は
人
口
約
３

万
５
千
人
、
面
積
９
・

１３
㎢
、
大
都
市
の
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展

し
た
町
で
、
議
員
定
数

１４
名
、
議
会
広
報
公
聴

委
員
会
は
７
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
播
磨

町
の
議
会
だ
よ
り
の
特

徴
は
表
紙
写
真
等
が
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
物
で
、

そ
の
取
り
組
み
を
聞
く

と
委
員
各
位
が
日
頃
か

ら
自
分
の
所
有
す
る
カ

メ
ラ
で
行
事
等
の
お
り

撮
影
し
、
掲
載
に
つ
い

て
も
内
諾
を
も
ら
っ
て

お
い
て
後
日
協
議
し
て

掲
載
写
真
を
決
定
す
る

と
の
こ
と
。
ま
た
一
般

質
問
に
関
係
す
る
写
真

は
質
問
者
本
人
が
撮
影

し
委
員
会
に
提
出
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
私

達
も
写
真
撮
影
お
よ
び

掲
載
に
係
る
承
諾
を
得

る
の
に
苦
労
す
る
面
が

あ
る
の
で
参
考
に
し
て

協
議
し
た
い
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
播
磨
町
議
会

で
は
一
般
質
問
は
３
月

定
例
会
の
み
代
表
質
問

で
質
問
時
間
１
人
４５
分
、

６
月
・
９
月
・
１2
月
定

例
会
は
、
１
人
３０
分
、

人
数
制
限
な
し
、
一
問

一
答
方
式
で
さ
れ
て
い

ま
す
。
ど
こ
の
市
町
も

住
民
の
方
が
読
み
や
す

い
議
会
だ
よ
り
の
作
成

を
心
が
け
て
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
良
い
所
は

参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ

て
、
さ
ら
に
皆
様
に
喜

ば
れ
る
紙
面
作
り
に
努

力
し
な
け
れ
ば
と
委
員

会
一
同
思
い
な
が
ら
研

修
を
終
え
ま
し
た
。

神戸新聞社での研修風景

播磨町での研修風景
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編

集
／

議
会

広
報

編
集

委
員

会
　

☎
0952−

52−
2184

■
上

峰
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 
上
峰
町

検
　
索

➡

上
峰

議
会

だ
よ

り
　

186号
　

平
成

30年
７

月
26日

発
行

■
発

行
／

上
峰

町
議

会 募集 !!
　広報編集委員会では、議会だより「かみみね」に、町内の団体
やサークルの紹介記事を掲載しています。
　これまでに、スポーツ少年団・文化協会・中学校部活動などの
各種団体を紹介させていただきました。この他にも、町内で

　○町の活性化のためにこんな活動をしています！
　○こんなボランティア活動をやっています！
　○子どもたちと、こんなイベントを開催します！しました！

　などなど、町内で頑張るみなさんの紹介をさせていただきたい
と思っていますので、ぜひうちの団体、サークルを紹介したい！
と思われる方々の応募をお待ちしています。

問い合わせ先
上峰町議会広報編集委員会

（上峰町議会事務局内：上峰町役場３階）
☎0952-52-2184

メールアドレス：gikai@town.kamimine.lg.jp

※詳細についてはお問い合わせ下さい。

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
で
は
、

強
豪
国
を
相
手
に
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
戦
う
日
本

代
表
の
姿
に
、
多
く
の
感

動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
イ
オ
ン
閉

店
の
発
表
を
受
け
、
心
配

の
声
を
聞
く
機
会
も
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

イ
オ
ン
を
中
心
市
街
地
の

核
と
位
置
づ
け
、
町
づ
く

り
を
進
め
て
来
た
上
峰
町

に
と
っ
て
、
大
き
な
課
題

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の

よ
う
に
、
上
峰
町
が
一
丸

と
な
っ
て
町
づ
く
り
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
原
田
）

あ
と
が
き

議
会
だ
よ
り

 

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
大
川　
隆
城

副
委
員
長　
田
中　
靜
雄

委
員　
　
　
原
田　
　
希

委
員　
　
　
吉
田　
　
豊

委
員　
　
　
向
井　
　
正

行事への参加� ４月～６月

４月８日　　消防団入退団式

４月１１日　　上峰小学校入学式

４月１１日　　上峰中学校入学式

４月2６日　　上峰町ボランティアの集い 　昭和６１年2月に町木、町花として制定されまし
た。皆さんに親しんでいただきたいと思います。

▲町木 つばき ▲町花 サルビア
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